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株価の重力 
 
マーケットに働く物理の法則 
 
 株式市場に限らず、あらゆる相場商品には物理学の用語で表現するのが適当な現

象が頻繁に観察される。慣性の法則、作用反作用の法則、平均値への回帰、周期や

振幅、重量と位置エネルギーなどである。材料とかサプライズ要因とか大口参加者

の腕力による誘導が強く影響する場合は別として、自然体のマーケットではマーケ

ットに特有の力学とか運動法則が働いているといっても過言ではない。このような

運動法則を知っているといないでは、投資成果に非常に大きな差が出ることは間違

いないので、株式投資で成功したい人はひと通りこうした運動法則の基本的なパタ

ーンを知っておくべきである。 
 
 ここから先は理論の説明のためのたとえ話である。基本的な考え方として、株価

には、ファンダメンタルズによって規定される「妥当株価」があって、妥当株価の

近辺を上がったり下がったりする。妥当株価より高くなりすぎると、地上から上に

投げ上げたボールが放物線を描いて落ちてくるように、元の水準に戻ろうとする。

下向きの場合も、方向は逆だが同じような力が働いて妥当株価に接近する。 
 
 この法則を信じれば、妥当株価を基準にして離れ過ぎた株価に逆張りすれば儲け

られることになる。だが、妥当株価はいくらなのかということが問題になる。普通

の個人投資家は情報の入手や分析能力、時間の制約があって妥当株価を計算するこ

と自体が難しい。いや、プロのアナリストだって妥当株価の計算は容易ではないの

だ。よくアナリストレポートなどで、××株のターゲットプライスは○○円などと

書かれているが、それは「市場環境が良好で、かつ自分の業績予想が的中した場合

に到達可能と思われる株価水準」という程度の意味でしかない。 
 
 厳密に言うと、株式市場のどの部分にも売られ過ぎや買われ過ぎはなく、個々の

銘柄を比較してもわざわざ乗り換えたり新規投資したりするメリットが見当たらな

い状態が「妥当株価」である。そんな状況は現実にはありえないので、市場参加者

の評価が大体一致して相場が落ち着いていたならば、一応それが妥当株価であると

推定してよい。 
 
 ざっくり言えば、会社四季報や日経の直近情報などに大きな変化がないならば、

もっと厳密に言えばその企業の基礎的な収益力、社会的意義や存在価値、組織の屋

台骨に変化がないならば、移動平均線から大きく乖離したところで逆張り投資すれ

ば高い確率で儲けることができる。この手法はテクニカル分析では「グランビルの



移動平均の法則」としてよく知られており、実際の投資判断の際には移動平均線の

上方と下方に一定に距離を持った「エンベロープ」という伴線(ばんせん)を描き、こ

の伴線への接近や突破をもって売買のチャンスと判断する。 
 
初心者のテクニカル順張り投資は危険と背中合わせ 
 
 筆者はセミナーなどで、株式投資で勝つための手法を紹介する際に、大多数の負

け組投資家が犯している失敗を説明し、その逆をやれば必ず儲けることができると

断言している。なぜ断言できるかと言うと、負け組は投資の物理法則に反する行動

を取っており、確実に大損をするからである。一方、長期的な株式投資のリターン

は必ずプラスであり、負け組の損失額が上乗せされるならば計算上は必ず儲かるは

ずだからである。 
 
 負け組は「短期で儲けたい」「人気銘柄で儲けたい」「勉強せずに儲けたい」と

いう、純朴で欲望丸出しの人たちである。彼らが注目して買いたくなる時点では、

株価は重力に反して妥当株価からはるかに高い位置にある場合が大半である。すで

に多くの投資家が買い、会社未発表のものも含め好材料の多くが消化されており、

些細な悪材料が出ただけでも買い手は利益確定に出ようと待ち構えている。努力や

自己抑制を惜しむ人に相場の神様は甘くない。確実に利益の代わりにペナルティー

を与える。 
 
 短期、人気、不勉強の３条件が揃い、それを継続すれば確実に損をする。相場に

勝って巨額の利益を手にした投資家はその正反対である。「よく勉強する」「人気

の逆を行く」「長期戦を覚悟している」。負け組 3 条件とは順序が変わり、勉強、

不人気、長期が勝利の３条件となる。相場の神様は、冷静、忍耐、努力の美徳を守

っている投資家が好きなのだ。 
 
 テクニカル分析は、情報分析の時間と能力をスキップしたい個人投資家にとって

は大変ありがたいツールだし、最近のネット取引環境はその恩恵を拡大している。

だが、多くのテクニカル分析の講師がトレンド追随、順張り投資を強調し、デメリ

ットを過小評価しているのは大いに問題だと思う。大金持ちはみな逆張り投資の成

功者ばかりだ。 
 
 厳密には、順張りとは、直近まで株価が動いてきたのと同方向で、より不利な値

段を厭わずポジションを取るということ。明らかに重力の法則に反している。また

順張り系のテクニカル指標でシグナルが出る頃には、すでに直近の安値や高値から

かなりの値幅が動いており、同じ考えを持つ投資家が多いため、希望の数量や価格

では売買できないものだ。講師たちは実際には「中長期トレンドが上昇中の銘柄で

短期の押し目を買う」ことも勧めるが、実は人気銘柄の高値圏ではこれがもっとも

危険だ。いとも簡単にサポートを割り込み、数日後には中期トレンドも反転してい

る。投げる勇気があればよいが、初心者には自分の決断の誤りを認めるという辛い

仕事が出来ない。いや筆者だってそれは難しい。 
 
 相場必勝法はけして難しくない。まずファンダメンタルズに関して一応の情報収

集を行なう。保有銘柄については執念深く情報を追い続けること。次に長期のチャ



ートを見て相場サイクルの位置を確認する。高値圏と認識したら、短期と割り切る。

ロスカットの準備を忘れずに。長期投資であれば、バーゲンセールを根気よく待っ

て拾うことである。 
 (了) 
------------------------------------------------------------------------- 最終的な投資判断はご自身で

お願いします。本文、データなど本メールマガジンの内容すべてに関する正確性、

信頼性、安全性、迅速性などに 直接または 
間接的に起因する損害や費用などの一切について、その程度を 問わず、ドリームバ

イザー・ドット・コム（株）および マネックス証券（株）、NPO 日本個人投資家協

会、その製作者、  
データ提供者、 その他関係者は責任を負わず、損害賠償に応じません。 また、メー

ルマガジンの本文、データなどは著作権法などの法律、規制 により知的所有権が保

護されており、個人の方の本  
来目的以外での使 用や他人への譲渡、販売コピーは認められていません（法律によ

る例外 規定は除く）。以上の点をご了承の上、メールマガジンをご利用ください。 
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